
昭 和60 年5 月5 日

あ だ ち 広報

第686 号( 1)

発行/ 東京都足立区 〒120　 足立区千住一丁目4- 18　 　( 882) 1111 編集/企画部広報課

人口面積『60. 4』)
世帯　218, 897
人口　627, 989　
男　318, 095
女　309, 89・l

面 櫚　53. 25J W
人口密度　11, 793人/ 4㎡
《月2回15日、20Hj 発行》

す
こ
や
か
に
育
て

子
ど
も
た
ち

5
月
5
日
は
「
こ
ど
も
の
日
」

5
月
5
日
は
「
子
ど
も
の
日

」F
ど
も
た
ち
か
心
身
と
も

に
た
く
ま
し
く
肖
つ
よ
う
に
と
鵬
動
し
て
い
る
多
く
の
剛
休

が
あ
り
ま
す
。f
ど
も
会
も
そ
の
一
つ
で
す
。「
子
ど
も
の
日
」

に
ち
な
み
、
指
導
に
当
っ
て
い
る
方
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら

ず

ど
も
が
健
か
に
成
長
す
る
に
卩

を
考
え
て
み
ま
し
た
。

い
ま
子
ど
も
会
で
…

K
内
に
は
、
現
斤
約
5
3
0の
了
ど

も
会
か
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
ラ
ジ
オ
体
操
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
廃
品
回
収
、
町

内
清
掃
、
キ
ャ
ン
プ
、(
イ
キ
ン

グ
な
ど
実
に
さ
ま
ぎ
ま
で
す
。

巾
に
は
、
。田
航
え
か
ら
稲
刈
り

ま
で
≒
帥
イ
モ
叭
え
か
ら
イ
モ
振

り
ま
で
″
を
r
ど
も
た
ち
か
参
加

し
て
行
い
、収
穫
し
た
イ
モ
を
災

害
地
に
送
り
、他
地
域
と
の
交
流

を
し
た
了
ど
も
会
も
あ
り
ま
す
　

(
舎
人
地
K
少
年
団
体
協
議
会
)
　

f
ど
な
煦
を
指
導
さ
れ
て
い
る

方
々
は
、y
ど
も
た
ち
を
ど
の
駁

に
兒
で
い
る
か
、
伺
い
ま
し
た
。

つ
f
ど
も
会
で
は
、野
外
活
動

な
ど
を
行
う
こ
と
で
、碵
唖
性
、

協
調
性
を
持
つ
こ
と
か
で
き
る
と

思
い
ま
す
`
(
肯
木
。之
さ
ん
・
口

占
若
草
。j
ど
も
会
弯
成
会
会
長
)
　
　

一
。年
上
の
子
ど
も
た
ち
か
中
心

と
な
っ
て
、年
F
の
子
ど
も
を
手

助
け
し
て
い
ま
す
厂
囗
七
性
か
自

っ
て
い
ま
す
」
』
。水
。尸
部
あ
ぐ
り
さ

ん
・
ヤ
ン
グ
ロ
ー
タ
リ
ー
。と
に
y
も

会
会
杪1

S
-
>
ど
釟
石
活
勣
の
中
で
、
人

と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
物
を
作
る
a
‥

び
を
懸
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。
も

っ
と
多
く
の
人
に
参
加
し
て
ほ
し

い
て
す
ね
に
(
薬
袋
久
美
さ
ん
・
第

一
。-
-
-
団
地
了
ど
も
会
育
成
会
会
艮
)
　

子

ど

も

会

な

ど

の

社

会

活

動

を

ほ

う

こ

と

で

、
子

ど

も

た

ち

は

自

主

性

や

協

調

性

・

積

極

性

な

ど

の

社

会

性

を

身

に

つ

け

る

こ

と

か

で

き

る
と

、
多

く

の

指

導

者
の

方

々

も

卮

つ
て

い

ま

す

。

ぜ

ひ

、
社

会

活

動

に

参

加

し

て

ほ

し

い

も

の

で

す

。

健
や
か
な
成
長
を

願

っ

て

次
代
を
に
な
い
明
日
を
ひ
ら
く
F

と
も
た
ち
か
、
心
身
と
も
に
健

啝
で
た
く
ま
し
く
成
長
す
る
こ
と

は
、す
べ
て
の
区
民
の
願
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
家
庭
・
学
校

・
地
域
社
会
、
そ
し
て
関
係
行
政

機
関
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
創
を
果

し
、
お
互
い
に
協
力
し
籾
域
ぐ
る

み
で
活
助
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

子
ど
も
た
ち
か
健
や
か
に
成
長

す
る
こ
と
を
顫
い
、
区
は
次
の
こ

と
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

□
地
域
ぐ
る
み
で
住
み
よ
い
社
会

の
環
境
を
つ
く
る

自
分
や
自
分
の
子
ど
も
の
幸
福

だ
け
を
考
え
て
は
よ
い
結
果
は
生

ま
れ
ま
せ
ん
。

地
域
ぐ
る
み
の
活
動
で
社
会
環

境
を
良
く
し
、
地
域
H
一
体
の
活
動

に
碵
唖
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。4

青
少
年
の
社
会
参
加
を
す
す
め

る
f
ど
も
た
ち
は
、
社
会
尠
加
を

通
し
て
自
立
心
を
身
に
つ
け
て
い

き
ま
す
。

了
ど
も
会
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
す
す
ん
で
参
加
す
る
こ

と
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

□
健
康
で
明
る
い
家
庭
づ
く
り
を

め
ざ
す

子
ど
も
は
、
家
庭
か
ら
多
く
の

こ
と
を
学
び
ネ
y
。と
く
に
、親

の
一
河
勣
は
子
ど
も
の
成
長
に
大
き

な
影
觜
を
与
え
ま
す
。

お
と
な
は
、
日
常
生
活
の
巾
で
1

本
を
示
し
、
健
ヤ
な
啄
庭
を
簗

く
こ
と
か
人
切
で
す
。

私
た
ち
お
と
な
は
、2
1皿
紀
を

に
な
う
了
ど
も
た
か
を
、
臨
か
く

見
守
り
、
干
を
さ
し
の
べ
て
介
て

て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
の
日
の

も

よ
お
し
も

の

こ
ど
も
の
日
に
桑
し
い
催

し
も
の
を
、
各
児
童
館
や
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
行
い
ま
す
。

友
だ
ち
や
ご
家
族
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
力
法
な
ど
く
わ

し
い
こ
と
は
、
ほ
接
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
へ
ど
う
ぞ
。

元
渕
江
公
園
バ
ー
ド

ガ
ー
デ
ン
ま
つ
り

釣
池
や
鳥
小
M
が
新
し
く

オ
ー
ブ
ン
す
る
の
を
記
念
し

て
、
ま
つ
り
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
5
月
5
囗
、午
前
9

時
～
乍
浚
1
時
(
雨
天
の
　

砌
乙
‥は
6
口
)

場
所
　
元
溯
江
公
園

内
容
　
・フ
小
勦
物
と
の
ふ
れ

あ
い
コ
ー
ナ
ー

▽
生
物

配
の
開
放
(
ウ
ー
パ
ー
ル

ー
(
I
も
い
ま
す
)

問
合
せ
先
　
公
園
課

児童館子ども週間行事

60年度予算
質間コーナーQ

& A
テーマ: 事務のOA化

4
月
2
0日
号
に
引
き
続
き
、

区
の
6
0年
度
予
算
の
内
容
を
質

問
と
回
答
と
い
う
か
た
ち
で
掲

載
し
ま
す
。今
回
は
、
事
務
の
O
A

化
に
つ
い
て
で
す
。

Q
事
務
の
0
Λ
化
と

は
、
ど
う
い
う
こ
と
で

す
か
。

A
O
A
は
、オ
フ
ィ
ス
ー

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の

略
訥
で
す
。
O
A
化
と
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
日
収
詒
ワ
ー

ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
、フ
7
ク
シ

ミ
リ
な
ど
の
磯
器
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、事
務
の
台
理
化
、

生
産
性
向
上
や

、
情
報
伝
達
・

処
理
の
八
遽
化
膏
は
か
る
こ
と

で
すQ

吊
・汽

民
川
砠
ｙ
『で

は
、
O

Λ
化
か
岾
極
的

に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
、
K

貶
所
の
仕
鄂
に
も
O
A
化
で
き

る
も
の
が
相
j
あ
る
と
忠
い
ま

す
が
…A

行
政
に
対
す
る
要
7

が
閇
え
る
巾
で
、
功
火

的
で
n
の
高
い
小
秘
処
理
を
挧

進
す
る
た
め
に
は
、
行
政
で
も
O

Λ
化
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す

。

区
で
は
、
昭
和
1
7
年
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
心
入
し
、
人
員

増
の
抑
制
と
人
材
の
有
効
活
用

を
ほ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
5
9

年
5
月
に
は
、『
O
A

化
推
進

部
余
に
を
兒
足
し
、
甲
弼
牋
お

の
検
副
、シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど
、

区
役
所
全
体
で
積
極
的
に
取
り

机
ん
で
い
ま
す
。

Q
今
ま
で
に
ど
の
し
の

幼
児
か
あ
り
ま
し
た

丶カ

A
麗
n

、
電
口
を
心
入

し
た
蒭
阿
を
卜
配
哭
で

処
理
す
る
と
仮
定
す
る
と
、
ぷ

り
て
印
人
眤
度
2
5
母
川
川
j
の

人
件
町
な
ど
の
経
費
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
H
K

サ
ー

ビ
ス
と
い

う
㈲
か
ら
は
フ
フ
ク
シ
ミ
リ
に

よ
る
い
杤
謄
・
杪
彖
の
交
付

や
、
図
商
館
で
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
亠
器
甬
し
て
の
図
鏘
貸
出

し
な
ど
、
迅
速
性
、
正
咾
帖
に

勁
呎
を
上
げ
て
い
ま
す
。

Q
昭
和
剛
年
度
予
算
で

は
、
O
Λ
化
が
ど
の
よ

う
に
。反
映
さ
れ
て
い
ま
す
か

。

A
昭
和
6
1年
4
月
の
中

火
本
町
庁
舎
の
開
設
を

機
会
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

よ
る
「
総
台
住
民
情
報
漢
字
オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
」
を
稼
働

さ
せ
る
た
め
の
経
費
約
5
億
円

を
I
J
L
し
て
い
ま
す
。

Q
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
稼

働
す
る
と
ど
う
な
り
ま

す
かA

K
内
の
ど
こ
の
出
張

て

で
も
'
l庄
民
票
の
発

呀
2
一戸
圦
臍
・
抄
本
や
納
・
課
税

ま
明
の
発
卜
か
岡
民
健
康
傑
険

証
の
発
0
か
で
き
る
男
便
利
に

な
り
、
区
尺
サ
ー
ビ
ス
が
人
き

く
向
卜
し
ま
す
フ
(
f

算
課
V

区役所もOA 化を進めています

ボランティア指導者
保険制度ができます

安心して活動を‥ ‥

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
4
者
傑
険

制
度
J
は
、
区
内
の
各
陣
M
休
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
、
安
心
し

て

、
よ
り
積
極
的
な
活
動
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も

の
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
巾
に
思
わ

ぬ
事
故
が
発
生
し
、
活
動
に
黔
川

し
た
力
や
、
そ
の
他
の
力
か
ヶ
ヵ

な
ど
を
し
、
指
導
者
の
乙
か
被
ｔ
‥

者
か
ら
鵬
償
責
任
を
求
め
ら
れ
た

場
旨
(

損
害
賠
償
肖
任
保
険
町

象
)
、あ
る
い
は
指
4
者
自
り
か
ヶ

が
な
ど
を
さ
れ
た
戀

ツ

心
力
ぼ

険
対
象
、-
に
、保
険
金
が
支
払
わ

れ
る
も
の
で
す
。

K
が
保
険
料
を
煢
額
り
扣
し
、

傑
険
余
社
と
緊
約
を
し
、【
。年
の

匕
U
か
ら
兒
】
し
ま
す
。

□
保
険
に
加
入
で
き
る
団
体

左
£
・
―
～
ふ
の
す
べ
て
の
要
什

を
鵬
た
す
団
体

へ
f
ど
か
祠

川

卜
少
年
団
体
協
議
余
、
占
少
年
吋

策
地
K
l
O

会
、P
T
A

、
町
(
(

・
自
治
余
、
交
化
・
ス
ポ
ー
ツ
圃

体
'

体
、
い`
人
闘
体
、
と

人
ク
ラ
ブ
な
ど
)

T
構
成
0
の
で
数
以
1
が
足
ヤ
‥
　

K
民
で
あ
り
、
自
ｔ
的
か
つ
自
　

発
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
`
と

り`一

技
術
や
労
働
刀
を
提
似
し
、

照
報
酬

一
実
叫
介
償
は
除
く
'

で
八
益
性
の
あ
る
韵
接
的
晒
動

を
眼
間
を
晒
し
て
計
川
的
か
つ

畊
続
的
に
げ
り
て
い
る
こ
と

'
政
'
心
沽
旧
、
-
ふ
黔
活
匐
、
穴

利
を
川
的
と
し
て
い
な
い
こ
と

□
保
険
加
入
方
法

団
休
の
代
λ
馮
が
、
ぼ
険
圜
人

巾
詰
占
1
-
を
区
に
配
川
し
て
く
だ

さ
い
こ
保
険
川
人
を
。叺
認
す
る
か

ど
う
か
爪
心
し
ま
す

□
説
明
会
・
申
込
用
紙
交
付

日
時
　
勧
I
回
:
-
j
川
1
3
口
八
、

T
汝
2
時
か
ら

第
2
川
…

5
U
に
…囗

・
水
・`
午
筏
6
叫
3
0

力
か
ら

範
3
川
…
5
川
1
7

囗

刄
上

勹
前
川
時
か
ら

場
所
　
K

役
叫
7
隅
余
議
宇

□
保
険
加
入
申
請
受
付

日
時
　
5
‥
『
2
2
川
永
こ
2
3
日

雇
ヽ
い
ず
れ
も
、
T
唆
1
時

き
り
町
八
川
2
。
1
日
乙
蔘
午

听
I
鵑
。～
8
叫

場
所
　
吋
裝
飛
叫
館

問
合
せ
先
　
占
少
阻
隔

キ
ャ
ン
プ
活
動
も
対
象
で
す
▼

都
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

`
中
似
‘
｀
議
余
議
0
の
任
川

か
7
U
2
2
囗
に
碼
J
し
、
こ

れ
に
什
い
、
郤
4

余
議
り
選

乍
か
7
川
7
冂

、り

に
行

わ
れ
る
。ド
定
で
す
。

区
選
挙
管
理
&

い
余
で

は
、
都
廉
会
湛
0
選
挙
の
立『

吠
補
f
定
矜
に
対
し
、
次
の

と
お
り
弔
前
説
剛
余
を
間
催

し
ま
す
。

※
こ
の
吟
に
ひ
吠
補
‥
m出
に

必
要
な
8
極
内
類
を
お
胯
し

い
た
し
ま
I
の
で

、・
Q
K
碵

を
r
定
さ
れ
て
い
る
力
は
、

必
す
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時
　
5

川
1
6囗

呆
)

午

峻
一
時
3
0分

場
所
　
K

役
所
7
階
公
議
室

参
加
人
員
　
Q
K

補
者
に

つ
き
2
名
ま
で

問
合
せ
先
　
ぼ
選
挙
管
理
委

輿
合
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千
住
宿

探
訪

日光街道の朷宿としてにぎわ
いをみせた千住宿の面影を訪ね
て、史跡散歩をしてみませんか。
足立史鮫会副会長の破周二氏が
史跡の案内・解説をします

日
時
　
5

月
2
9・
3
0日

午
前
9

時
3
0分
I
午
後
4
時

対
象
　
禹
1
8
歳
以
上
の
健
康
な
区

民
(
当
日
は
全
コ
ー
ス
約
3
?
　

徒
歩
で
す
)

定
員
　
各
日
と
も
2
4名
(
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
弓

・
希
望
り
、「
千
住
宿
探
訪
参
加

希
望
」
と
明
配
の
こ
と
。(
ガ

キ
ー
枚
に
つ
き
申
し
込
み
1

名

に
限
り
ま
す

※
参
加
費
は
無
料
で
す
か

、
昼
食

は
各
自
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い

。

申
込
期
限
　
5

月
1
0日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
広
聴
係

(
〒
1
2
0千
住
1
-
4
1
1
8
)

横山さんの店構え　新妻次郎画( 登亭「鰻供養しおり」から)

住民税軽自動車税一部の改正

昭
和
6
0年
度
住
民
税
(
特
別
区

民
税
・
都
民
税
)
と
鰹
自
励
車
税

に
つ
い
て
改
正
が
あ
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
個
人
の
住
民
税
の
改
正
》

3
月
5
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た

特
別
区
民
税
の
税
率
の
改
正

、
個

人
年
金
保
険
料
控
除
の
新
般
に
加

え
て

、
今
回
、
均
等
創
額
・
扶
養

控
除
を
受
け
ら
れ
る
範
囲
、
白
色

専
従
者
控
除
限
度
額
等
が
改
め
ら

れ
ま
し
た
。

□
均
等
割
額
の
引
上
げ
(
か
っ
こ

内
は
改
正
前
)

▽
特
別
区
民
税
・
:
2
干
5
0
0円(
2

千
円
)

▽
都
民
税
・
:
濶
円
(

満
円
)

な
お

、
こ
れ
に
佯
い
、
次
の
軽

減
さ
れ
る
金
額
が
変
わ
り
ま
す

。

▽
均
等
割
の
納
付
義
務
が
あ
る
控

除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
、
扶
養

観
族
・・
キ

瓱
円
(

千
円
)

▽
均
等
割
の
納
付
義
秘
の
あ
る
控

除
対
象
配
偶
者
な
ど
を
二
人
以
L

扶
養
し
て
い
る
人
…
勁
円

(
沺
円
)

□
配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
を
受

け
ら
れ
る
範
囲

前
年
中
の
所
樽
金
額
が
3
3万
円

以
下
の
人
(
改
正
前
は
3
0万
円
以

下
)

※
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
所
得
税

に
お
け
る
給
与
所
得
控
除
の
駁
低

控
除
額
の
引
上
げ
(
9
万
円
↓
5
7

万
円
)
に
よ
り
、
前
年
の
給
与
収

入
金
額
が
9
0万
円
ま
で
の
人
が
該

当
に
な
り
ま
す
。

□
白
色
専
従
者
控
除
限
度
額
の
引

上
げ6

万
円
(
改
正
前
は
4
0万
円
)

□
み
な
し
法
人
所
得
に
伴
う
税
率

左
下
表
の
と
お
り

《
軽
自
助
車
税
の
改
正
》

軽
自
動
車
税
の
一
部
が
次
の
よ

う
に
変
わ
り
ま
し
た

。

□
ミ
ニ
カ
ー
(
原
動
機
付
三
・
四

輪
自
転
車
)
の
新
税
率

▽
昭
和
6
0年
2
月
1
5日
以
降
に
取

樽
し
た
も
の
・・・年
額
2
千
5
0
0円

▽
昭
和
6
0年
2
月
1
4日
以
前
に
取

糾
し
た
も
の
・
:年
額
千
円

□
電
気
自
動
車
の
税
率

石
表
の
と
お
り

※
な
お
、
昭
和
6
0年
2
月
1
5日
以

降
に
取
得
し
た
ミ
ニ
カ
ー
の
う
石

電
気
自
動
車
は
、
年
額
2
千
則
円

(
2
月
M
日
以
前
に
取
得
し
た
も

の
は
、年
額
7
0
0円)
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
第
一
課
税
係
、
ま
た

は
、第
二
庁
舎
第
二
課
税
係
(
　

8
8
9
6
1
6
1
)

手
続
き
は
お
早
め
に

児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
児
童
育
成
手
当

こ
れ
ら
の
手
肖
は

。
区
内
在
住

で
、
次
の
要
件
に
該
当
し
て
い
る

力
に
支
給
さ
れ
ま
ず

。
申
挟
し
た

翌
月
か
ら
支
給
を
聞
始
し
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
ご
自
分
で
申
・

誚
の
手
誓
苳

し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
瘴
蜃
し
な
い
限
り
、
手
当
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

昭
和
5
9年
度
中
に
所
黔
超
過
な

ど
で
手
当
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

方
も
。新
し
い
所
得
制
限
内
に
該

当
す
れ
ぱ
そ
け
ら
れ
ま
す
の
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
児
童
手
当
(
国
制
度
)

1
8歳
禾
満
の
児
童
を
I
人
以
上

扶
養
し
、
そ
の
3
人
目
以
降
の
児

童
の
う
ち
、
義
筋
教
育
終
了
前
の

児
童
に
支
給
し
ま
す
。

◎
特
例
給
付
(
国
制
度
)

児
愆
手
当
と
同
条
件
で
す
が
、

厚
生
年
金
、
私
立
学
校
共
済
等
に

加
入
し
、
所
樽
制
限
で
児
童
手
当

を
受
給
で
き
な
い
方
の
う
ち
、
特

例
給
付
の
所
得
制
限
内
の
方
に
支

給
し
ま
す
。

申
請
に
は
、
年
金
加
入
証
明
書

ま
た
は
年
金
証
書
の
写
し
と
健
康

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
児
童
育
成
手
当
(
区
制
度
)

次
の
暈
当
種
別
に
該
当
の
方
に

支
給
し
ま
す
。

□
育
成
手
当

義
務
敵
膏
終
了
前
の
呎
の
い
ず

れ
か
の
状
態
に
あ
る
児
童

▽
父
ま
た
は
毋
が
死
亡

▽
父
ま

た
は
毋
が
生
死
不
明

▽
父
奔
た

は
毋
に
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る

▽
毋
が
婚
姻
に
よ
忝
な
い
で

懐
胎
し
た
(
父
か
ら
認
知
さ
れ
た

児
童
を
除
く
)

▽
父
ま
た
は
毋

が
法
令
に
よ
り
1
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る

▽
父
次
た
は
母
が
重

度
の
障
害
(
身
体
障
害
者
手
帳
1

・
2
級
樫
度
)
▽
父
母
が
離
婚

□
障
害
手
当

2
0歳
未
満
で
心
身
に
障
害
が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

児
童

▽
精
神
薄
弱
で
「
愛
の
手
帳
X
I

～
3
慶

▽
身
体
障
害
で
「
身
体

障
害
者
手
帳
」
1
・
2
級

▽
脳

性
マ
ヒ
ま
た
は
進
行
性
筋
萎
縮
症

所
得
制
限
額
・
手
当
額

上
表
の

と
お
り
(
制
限
額
は
変
わ
る
こ

と
も
あ
n
ま
す
)

※
現
在
。
す
で
に
手
当
を
受
け
て

い
る
方
は
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

申
請
・
問
合
せ
先
　
児
竃
羊
当
係

所 得 制 限 額 昭 佃59 年,中 の 所肖

手 当 額 剛抑

と

ね
り

w

2z
ぶ こt

あ さり

あん ぐ る

駐
在
所
だ
よ
り
[
と
ね
り
」
を
ご

存
知
で
す
か
。舎
人
駐
在
所
の
浅
野

充
弘
巡
査
が
自
分
で
イ
ラ
ス
ト
等
を

書
責

毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
。

「
町
の
よ
い
子
」
と
い
う
欄
に
は

落
し
物
を
届
け
て
く
れ
た
子
や
、
信

号
を
よ
く
守
っ
て
い
る
子
の
名
前
が

た
く
さ
ん
。紙
面
の
S
き
又
字
に
は

独
得
の
あ
た
た

か
い
味
が
あ
り

ま
す
。

昨
年
中
は
、

管
内
の
実
際
の

事
件
の
紹
介
が

好
評
で
し
た
。

駐
在
所
の
改

築
を
嶬
に
、
忙
し
い
仕
事
を
ぬ
っ
て

自
費
で
始
め
ま
し
た
。現
在
は
町
会

の
S
力
も
町
ら
れ
、
発
行
部
数
は
、
f
5
0
0

都
。

「
町
の
人
と
親
し
く
な
る
に
は
、

最
低
5
年
は
必
要
」
と
浅
野
巡
査
。

6
年
目
と
な
り
、
町
の
方
々
か
ら

気
軽
に
声
を
か
け
ら
れ
る
ぶ
つ
に
な

り
、こ
れ
か
ら
紙
面
が
ま
す
ま
す
充

実
し
そ
う
で
す
。

同
じ
售
内
の
古
千
谷
駐
在
所
で
も

た
よ
り
を
発
行
し
、
評
判
で
す
。

お

しら

せ

無
料
検
査
し
ま
す

家
庭
用
計
量
器

家
庭
で
ご
使
用
の
体
温
計
、

寒
暖
計
、
は
か
り
、
血
圧
計
の

無
料
検
査
を
行
い
ま
す
。

簡
単
な
修
理
、
計
量
に
つ
い

て
の
相
談
も
行
い
ま
す
の
で
。

お
気
軽
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所
　
5

月
1
1日
・
:舎

人
小
売
市
場
、
5
月
1
8日
・・・

東
綾
願
団
地
集
会
所

時
間
　
午
前
1
0時
I
午
峻
4

時

主
催
　
東
京
都
計
量
協
会

問
合
せ
先
　
都
指
導
育
成
係

届
け
出
て
く
だ
さ
い

新
築
さ
れ
た
方

住
居
表
示
整
爾
が
、
す
で
に

済
ん
だ
地
域
内
に
、家
屋
等
を

新
築
さ
れ
た
方
は
、
住
所
を
付

け
る
た
め
の
届
け
出
か
必
要
で

す
。こ

の
届
け
出
が
な
い
と
、
住

所
が
付
け
ら
れ
な
い
た
め
、
転

入
等
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ

ん
。
届
け
出
に
は
、
建
築
確
認

甫
一
式
と
印
か
ん
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
住
居
表
示
係

ご
協
力
く
だ
さ
い

商
業
統
計
調
査

5
月
1
日
現
在
で
「
商
業
統

計
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

[
商
業
統
計
調
査
」
は
、
わ

が
国
の
商
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
た
め

、
卸
売
業
・
小
売

業
に
属
す
る
す
べ
て
の
商
店
を

対
象
に
3
年
ご
と
に
調
査
し
て

い
る
も
の
で
す

。

調
査
貝
が
各
商
店
を
訪
問
し

ま
す
。
ご
協
刀
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ
先
　
統
計
係

住
居
表
示
の
お
し
ら
せ

お
住
ま
い
の
方

一ツ家1～4丁目
六町1～4丁目
西加平1・2丁目

区
で
曠

こ
れ
ら
の
区
域
の

実
態
調
査
と
、
そ
れ
に
伴
う
各

家
庭
に
取
付
け
て
あ
る
町
名
街

区
表
示
板
や
尸
番
艨
(
そ
れ
ぞ

れ
住
所
を
表
わ
す
緑
色
の
プ
レ

ー
ト
)
の
取
り
替
え
作
業
を
行

な
い
ま
す
。

調
査
期
間
　
6
月
初
句
～
7
月

下
旬

プ
レ
ー
ト
取
替
え
期
間
　
1
0月

初
句
1
1
2月
下
句

※
こ
の
作
業
は
。区
で
委
託
し

た
業
者
(
住
居
表
示
係
の
腕
章

を
付
け
て
い
ま
す
)
が
行
い
ま

す
。
告
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
住
居
表
示
係

見
直
さ
れ
ま
し
た

避
難
場
所

都
は
災
害
時
の
避
難
場
所
を

見
直
し
、
新
し
い
避
難
場
所
を

指
定
し
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
別
途
広
報
紙
?

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
災
害
対
策
課

可
能
に
な
り
ま
し
た

水
洗
化

現
在
、
区
内
各
所
で
下
水
道

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

。

こ
の
た
び
、
次
の
地
域
か
工

事
終
了
し
、
水
洗
化
が
可
能
に

な
り
ま
し
た

。
こ
の
地
域
に
お

庄
ま
い
の
方
に
は
、
三
年
以
内

に
水
洗
化
工
事
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す

。

水
洗
化
可
能
地
域
　
全
堡

杲

区
域
…
関
原
三
丁
目
2
9
1
　

釧
、4
6
、
一
部
告
示
区
域
・
:

関
原
三
丁
目
4
4
、4
5、4
7、4
8

供
用
開
始
日
　
6
0
年
3
月
2
2
日

問
合
せ
先
下
水
道
局
小
管
支
　

所
(
　
6
0
2
8
8
2
2
)
ま
た

は
区
役
所
下
水
道
課
(
`
‘
誦
　

6
1
6
1
)

募
集
中
(
昭
和
6
1年
度
)

足
立
区
奨
学
生

来
年
4
月
か
ら
高
校
・
大
学

に
進
学
を
予
定
し
、
育
英
質
金

を
希
望
す
る
方
(
在
学
生
を
含

む
)

は
、
現
在
受
け
付
け
中
で

す
の
で
お
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限
　
5月
2
5叺

申
込
・
問
合
せ
先
　
学
務
第
二

課
振
興
係
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ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
。

一
団
体
一
事
業
、3

ヵ
月
間
再
掲
戴
は

で
き
ま
せ
ん
。

【
投
稿
規
程

】

サ
ー
ク
ル
情
報
、
催
し
も
の
な
ど
の
案
内

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
/
営
利
、
宗
教
、
政
治
目
的
の
も
の
、

投
稿
内
容
が
不
備
の
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
/
先
飾
闍
/

一
団
体
一
事
業
と
し
て
3

ヵ
月
間
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は

手
短
か
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
団
体
名
、

費
用
(
金
額
・
使
途
)
、
電
話
連
絡
先
(
昼
)
を
明
記
し
て
、

郵
送
次
た
は
持
参
の
こ
と
/
採
否
は
連
絡
し
ま
せ
ん
/
掲
載

後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
/

締
切
り
は
、
発
行
日
1

ヵ
月
前

投
稿
・
問
合
せ
先

広
報
課
(
〒
1
2
0千
庄
1
-
4
-
1
8
)

足
立
子
ど
も
ま
つ
り
　
人
形

劇
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
作
り
、
ギ
ネ

ス
に
桃
戦
な
ど
2
5の
コ
ー
ナ
ー
あ

り
/
5

月
1
9日
(
日
)
/

午
前
9

時
3
0分
I
午
後
3
時
3
0分
(
雨
天

の
際
は
5
月
2
6日
)
/

元
溯
江
公

園
/
材
料
費
沺
円
/
▽
荒
井
　
8
5
8

さ
つ
き
祭
出
展
募
集
　
(
日
本
さ

つ
き
協
会
足
立
支
部
)
5
月
2
5

日
～
2
9
日
開
催
/
郡
市
農
業
公
園

会
議
室
ほ
か
/
後
援
―
足
立
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公

社
/
穆
加
費
、
出
展
条
件
な
ど
く

わ
し
く
は
、
▽
浅
香
　
翻
5
5
0
0

ま
た
は
、
西
山
　
8
9
9
3
4
1
9

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
　
(足

立
吹
奏
楽
団
)
5

月
1
2日
(
日
)
/

午
後
2
時
か
ら
/
文
化
会
館
/

無
料
/
「
旧
友
≒

パ
ン
チ
ネ
ル
ロ

序
曲
」/
指
揮
―
小
野
照
三
/
団

蚰
も
募
集
中
(
練
習
日
・・・
日
・
水

曜
日
)
/

▽
佐
藤
　
8
9
7
7
0
9
0

金
曜
美
術
展
　
5
月
1
5
～
2
0
日

/
午
前
1
0
時
～
午
後
6
時
(
最
終

日
午
後
3
時
ま
で
)
/

西
新
井
区

民
ホ
ー
ル
(
ニ
チ
イ
4
階
)
/

▽

江
坂
　
眤
2
8
1
5

木
陽
会
油
絵
展
　
5
月
2
2
日
～

2
7日
/
午
前
1
0時
～
午
後
6
時
/

西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
/
会
員
も
募

集
中
/
▽
池
田
　
8
8
3
6
2
6
2

和
紙
短
冊
人
形
講
習
　
5
月
1
3

日
(
月
)
/
午
後
1
時
I
5
時
/

青
年
館
/
材
料
費
込
み
崩
円
/
は

さ
み
、も
の
さ
し
2
0
-
3
0
町
位
を

持
参
の
こ
と
/
▽
石
井
　
8
9
0
A

卓
球
(
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ク
ラ
ブ
)

毎
週
火
曜
日
/
午
前
1
0時
～
正
午
/

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
/
月

願
千
円
/
年
齢
不
問
/
▽
武
井
　
8
5
9
5
4
3
9

さ
ざ
な
み
会
　
と
も
に
ス
ポ
ー

ツ
を
/
卓
球
・
・
・
毎
週
金
曜
日
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
・
・
・
毎
週
月
曜
日
、
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
・
・
毎
週
日
・
木
曠

日
/
午
後
6
時
3
0
分
～
9
時
/
千

寿
第
三
小
体
育
館
/
年
会
費
鵬
円
/

▽
長
谷
部
　
朏
9
0
6
5

軟
式
野
球
(
花
畑
メ
イ
ワ
ク
ス
)

野
球
9
(

好
き
な
方
募
集
、1
3歳
1
5
0

歳
位
/
毎
週
日
曜
日
/
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
隣
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ほ
か
/
月
額
千
円
、
学
生
は

劔
円
/

▽
中
村
　
叨
0
4
0
5

熟
年
者
の
ジ
ャ
ズ
・
リ
ズ
ム
体

操
　
毎
週
水
曜
日
/

午
後
2
時
～
3

時
3
0分
/
朝
日
信
金
千
住
支
店

ホ
ー
ル
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額
3

千
円
/
定
員
1
5名
/

▽
大
山
　
8
8
1
1
6
1
2

ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
　
毎
週
木
曜
日

午
後
2
時
3
0分
と
7
時
か
ら
/
上

沼
田
町
民
会
館
/

入
会
金
2

千

円
、
月
額
3
千
円
/
▽
内
藤
　
膳

居
合
・
古
武
道
教
室
　
毎
週
日

曜
日
/
午
後
5
時
～
8
時
/
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
/
月
額
3
千

円
/
▽
伊
藤
　
a
6
3
0
2

防
具
空
手
同
好
会
　
小
学
生
以

上
対
象
、初
心
者
・
見
学
者
歓
迎

/
毎
週
月
・
木
曜
日
/
午
後
6
時

3
0
分
～
9
時
/
橘
幼
稚
園
(
関
原

3
-
4
7
)
/月
額
2
千
円
/
▽
戸

Ⅲ
　
嵋
6
0
5
2
(
夜
)

格
闘
ス
ポ
ー
ツ
　
健
康
増
進
、

護
身
術
に
/
毎
週
火
曜
日
/
午
後
6

時
3
0分
I
8
時
3
0分
/
弥
生
小

体
育
館
/
入
会
金
千
円
、
翌
月
か

ら
月
額
沺
円
/

直
接
、
会
場
へ
/

▽
平
問
　
朏
5
7
3
8
(

夜
)

フ
レ
ン
ド
・
ジ
ャ
ン
プ
　
月
2

回
ほ
ど
日
曜
日
を
中
心
に
各
種
の

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

会
/

▽
秋
間
　
巍
2
3
0
5

サ
ー
ク
ル
・
マ
シ
ュ
マ
ロ
　
月

2
回
璽
度
身
体
障
害
者
施
設
訪
問

ほ
か
合
宿
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
な
ど
/

月
会
費
剳
円
/

▽
北
牧
　
8
8
5
3
7
4
4
(

夜
)

子
ど
も
と
女
性
の
将
棋
教
室
(

日
本
将
棋
連
盟
足
立
支
部
)

子
ど
も
…
毎
週
土
曜
日
、
午
後
2

時
～
4
時
、
無
料
/
女
性
・・・
毎
週

火
曜
日
、
昼
の
部
午
後
2
時
～
4

時
、
夜
の
部
午
後
6
時
I
8

時
、

月
額
千
沺
円
/
正
和
将
棋
ク
ラ
ブ

♀

住
柳
町
凹
/

▽
宮
本
　
陂

い
け
花
(
た
ち
ぱ
な
会
)

毎

月
第
2

・
4
木
曜
日
/

午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
3
0分
/
竹
の
塚
社
会

教
育
館
/
花
材
費
込
み
月
額
3
千

円
/
∇
大
加
・
1
8
8
1
8
2
6

籘
工
芸
(
東
和
)
　

毎
月
2
回

午
前
9

時
3
0分
I
正
午
/
東
和
社

会
教
育
館
/
月
額
千
緊
円
/
▽
染

谷
　
旆
8
5
4
0

足
立
家
庭
教
育
研
究
会
　
子
育

て
を
話
し
あ
う
/
毎
月
第
4
月
曜

日
/

午
前
1
0時
～
正
午
/
青
年
館
/

▽
染
谷
・
I
M
3
9
5
0

リ
フ
ォ
ー
ム
教
室
　
毎
週
土
曜

日
/

午
前
1
0時
I

正
午
/

自
宅

(
栗
原
1
1
1
0
)
/
1

回
瞋
円
/

▽
佐
野
　
臈
3
0
9
5

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
解
消
す
る

た
め
の
運
動
(
2
)

明
治
2
年
、
版
珸
奉
還
に
よ

っ
て
統
一
国
家
体
制
を
整
え
た

明
治
政
府
は
、
近
代
国
家
を
め

ざ
し

、
殖
産
興
菓
、富
国
強
兵
、

文
明
開
花
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

社
会
の
近
代
化
に
乗
り
だ
し
ま

し
た

。

こ
う
し
た
な
か
で

、
明
冶
4

年
(
1
8
7
1

年
)
身
分
解
放

令
を
公
布
し
ま
し
た
が
、
単
に

身
分
の
称
弓
廃
止
と
職
業
の
自

由
を
言
涎
し
た
に
と
ど
ま
り
、

経
済
的
な
対
策
な
ど
は
ま
っ
た

く
な
く
、
同
和
地
区
の
人
ぴ
と

の
真
の
解
放
を
保
障
す
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

つ
ま
り
、
明
治
政
府
は
華
族

や
士
族
に
、
多
く
の
公
債
や
現

金
を
与
え
、
農
民
に
は
土
地
の

所
有
を
認
め
ま
し
た
が
、
身
分

階
翩
の
最
低
辺
で
差
別
と
貧
困

の
な
か
で
暮
し
て
き
た
同
和
地

ほ
の
人
び
と
に
は
、
新
し
い
職

業
を
保
障
す
る
な
ど
の
実
質
的

政
策
を
打
ち
出
さ
な
か
っ
た
の

で
す
。
し
か
も
幕
藩
体
制
ド
で

は
W
業
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た

職
業
を
平
等
の
名
の
も
と
に
ぢ

い
と
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
納
税
、
兵
役
、教

齊
の
三
大
義
務
だ
け
は
負
わ
さ

れ
、
同
和
地
区
の
人
び
と
は
農

村
で
は
土
地
の
な
い
ま
ま
、
都

市
で
は
零
細
な
手
工
業
や
、
日

雇
、
土
木
作
業
、
行
商
な
ど
の

ほ
か
に
は
安
定
し
た
職
業
の
な

い
ま
ま
、
新
し
い
資
本
主
義
経

済
の
自
由
競
争
の
中
に
放
り
出

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
解
放
令
は
、
以
上
の
よ

う
に
名
目
的
で
解
放
の
実
質
は

十
分
に
と
も
な
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
部
落
解
放
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
し
て

、
そ
れ
以
降
の
解
放

の
具
体
化
、
実
質
化
の
た
め
の

運
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
明
治
5
年
に
は
、

わ
が
国
が
近
代
国
家
に
な
っ

て

、
最
朷
に
つ
く
っ
た
続

。的

な
戸
籍
と
し
て
壬
申
(
じ
ん
し

ん
)
戸
籍
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
な
か
に
は
、
新
平
民
な

ど
の
詞
書
が
書
き
こ
ま
れ
、
新

し
い
差
別
を
生
み
だ
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た

。

◎
同
和
問
題
に
闃
す
る
問
い
台

わ
せ
は
、
区
役
所
同
和
対
策
担

当
へ

。

参
加
者
募
集
=
足
立
区
緑
化
啓
発
見
学
会

緑
に
親
し
む

日
程
　
6
月
4
日

見
学
地
　
都
立
神
代
植
物
公
園
(

調
布
市
深
大
寺
元
町
)

対
象
　
2
0歳
以
上
の
区
民

募
集
人
員
　
9
0
名
(
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
、緑

化
見
学
会
穆
加
希
望
、住
所
、

氏
名
、年
令
、職
業
、電
話
番

号
を
明
記
の
こ
と

申
込
期
限
　
5
月
1
5日
消
印
有
効

申
込
・
問
合
せ
先
　
緑
化
係
(
干

圃
千
住
1
-
4
-
1
8
)

作
品
募
集
=
自
然
と
縁
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

緑

を

写

す

あ
な
た
も
、
都
市
化
の
中
の
緑

を
再
発
見
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

応
募
要
領
▽
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限

る
▽
昭
和
5
9
年
9
月
か
ら
6
0

年
8
月
ま
で
に
撮
影
し
た
自
作

未
発
表
の
も
の
▽
カ
ラ
ー
プ

リ
ン
ト
、
2
L
(
キ
ャ
ビ
ネ
相

当
)
一
四
ツ
切
、
ふ
ち
な
し
(
台
　

紙
無
用
)
▽
'
`
募
点
数
に
制

限
は
な
い
が
入
貢
は
人

―
寓

と
す
る

賞
　
推
せ
ん
1
点
、
特
選
3
点
、

入
選
1
0点
、
佳
作
2
0点
、
計
3
4

点
(
入
賞
作
品
は
返
却
せ
ず
、

ネ
ガ
の
提
出
を
要
す
)

応
募
期
限
　
8

月
3
1日

応
募
先
　
緑
化
係
ま
た
は
区
内
写

真
材
料
商
業
協
同
組
合
加
盟
の

カ
メ
ラ
店

問
合
せ
先
　
緑
化
係

保 健 衛 生 ガ イ ド ※ 足立保健所の電話番号を
お間違えないように!

区役所衛生部㈹　882- 1111
足立保健所　　　855- 4151
干 住保健所　　　888- 4277

中央本町保健相談所　880- 1165
東 和 保健相談所　　　606- 4171
江 北 保健相談所　　　896- 4004

※ か4陝t セター- とl i l 内|丶|: ・i t とな・たj J l j l i 膏か111111相j 4で受l t を夊封Lj t

5 月12 日は

民生委員の日

大
正
6

年
5
月
1
2日
に
民
生
委

員
制
度
が
創
設
さ
れ
、
こ
の
日
を

記
念
し
て
「
民
生
委
貝
の
日
」
と

定
め
ま
し
た
。

民
生
委
貝
は
、
地
域
社
会
の
中

で
生
活
や
児
童
、
心
身
障
害
者
、

老
人
な
ど
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る

方
の
良
き
相
談
相
手
と
し
て
、
指

導
・
援
助
す
る
ほ
か
、
無
職
、
扶

養
の
事
実
等
に
つ
い
て
の
証
明
書
(

調
査
一

、
意
見
番
)
の
発
行
や
、

シ
ル
バ
ー
バ
ス
の
配
布
な
ど
で
区

や
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
に
も

協
力
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
は
、
社
会
奉
仕
の
精

神
に
富
み
、
社
会
福
祉
に
理
解
と

熱
意
の
あ
る
方
を
、
都
知
事
に
推

薦
し
、
厚
生
大
臣
が
委
嘱
し
て
い

ま
す
。

個
人
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
福
祉
の
こ
と
に
つ
い
て

は
お
気
軽
に
、
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
区
に
は
、
4
7
0名
の
民

生
委
叫
が
い
ま
す
の
で
、
氏
名
、

担
当
区
域
等
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
民
生
係

母と子のために

乳

幼

児

す
こ
や
か
相
談

乳
幼
児
の
健
全
な
育
成
の
た
め

に
乳
幼
児
健
全
育
成
相
談
を
次
の

私
立
保
育
園
に
お
願
い
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

豊
富
な
知
識
と
継
験
を
持
つ
ベ

テ
ラ
ン
保
賍
が
相
談
に
心
じ
ま
す

の
で
、
育
児
に
悩
み
の
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日
▼
興
粁
　

保
育
園
(
西
新
井
本
町
4
・
-
1
9
　

1
2
3

　
膕
3
2
0
0

∵
:

毎

週
月
・
土
曜
日

▼
観
隣
館
保

育
圉
(
梅
田
4
-
2
9
-
6
　

朏
3
8
6
0
)
・・・毎
週
水
・
金

曜
日

相
談
時
間
　
相
談
口
の
午
前
9
時
I

乍
後
5
時

相
談
方
法
　
電
話
お
よ
び
面
接

問
合
せ
先
　
児
童
福
祉
係

母
子
健
康
手
帳

妊
娠
し
た
方
は
り
目
に
に
'
r健

康
手
帳
の
交
付
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
母
子
健
康
手
帳
と
と
も
に
、

無
料
で
健
康
診
断
の
受
け
ら
れ
る

受
診
票
を
き
し
あ
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
受
診
票
は
、
前
期
、
後
期

の
2
回
分
で
、
都
内
の
ほ
と
ん
ど

の
医
療
磯
関
で
使
用
で
き
ま
す
。

申
請
に
は
、
印
か
ん
を
持
参
し

て
、
保
健
予
防
係
、
ま
た
は
管

轄
の
出
張
所
に
備
え
て
あ
る
妊

娠
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
保
健
予
防
係

ミ
ル
ク

さ
し
あ
げ
ま
す

対
象
　
住
民
税
非
課
税
世
帯
、

所
呀
税
非
課
税
皀
帯
の
い
ず

れ
か
に
跼
す
る
妊
産
婦
お
よ

ぴ
乳
児
(
左
上
表
の
体
嗷
制

限
あ
り
)

支
給
品
目
　
粉
ミ
ル
ク
(
1
ヵ

月
千
剳
″
1
山
)
、
ま
た
は
乍
　

乳
(
1
日
鵬
t
一
本
)

支
給
期
間
　
妊
婦
・・・
妊
娠
5
ヵ

月
日
か
ら
6
ヵ
月
間
、
産
婦

・
:
出
産
の
翌
月
か
ら
3
ヵ
月

間
、
乳
児
・・・
出
生
峻
4
ヵ
月

目
か
ら
9
ヵ

月
間
(
支
給
間

始
は
巾
請
月
の
翌
月
か
ら
)

申
込
方
法

印
か
ん
、
ほ
F
健

康
手
帳
、
非
課
碗
鬯
帯
の
場

(‥
は
課
税
証
明
眞
か
源
泉
澂

収
票
、
ま
た
は
非
課
脱
の
証

朗
か
で
き
る
も
の
を
持
尠

し
、
各
出
張
所
、
ま
た
は
保

健
予
防
係
へ

問
合
せ
先
　
保
健
予
防
係

体重制限

父
子
家
庭
が
利
用
で
き
ま
す

単
親
家
庭

休
養
ホ
ー
ム

今
ま
で
母
子
世
帯
を
対
象

に
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
休

養
ホ
ー
ム
事
業
が
、4
月
1

日
か
ら
父
子
家
庭
の
方
も
対

象
と
な
り
ま
し
た

。

お
子
さ
ん
の
夏
休
み
な
ど

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

施
設
の
所
在
地
　
熱
海
、
熱

川
、
鬼
怒
川
な
ど
1
0力
所

宿
泊
料
　
無
料
(
た
だ
し
、

入
湯
脱
な
ど
は
自
己
負

担
)

利
用
泊
数
　
年
度
内
1
泊

申
込
方
法
　
母
子
年
金
証
書

児
童
扶
養
手
当
証
唐
、
弯

成
手
当
支
払
通
知
書
な
ど

畩
覡
家
庭
が
確
認
で
き
る

も
の
を
持
参
し
て
直
接

申
込
・
問
合
せ
先
　
各
福
祉

事
務
所
、
児
碩
福
祉
係
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募
集

し

ま

す

婦
人
大
学

第
Ⅱ
期
生

国
連
婦
人
の
1
0年
も
最
終
年
を

抑
天

、
女
性
の
力
は
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
堝
で
期
待
さ
れ
、
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

女
性
が
学
習
を
重
ね

。
自
ら
進

ん
で
社
会
参
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、
さ
ら
に
住
み
よ
い
社
会
の
建

設
が
可
能
に
な
る
で
し
ょ
う
。

区
で
は
、
婦
人
問
題
に
つ
い
て

の
知
識
を
深
め
、
地
峨
活
畸
で
の

実
践
力
を
傭
い
、
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目

的
と
し
て
、
婦
人
大
学
を
開
講
し

ま
す
。

日
程
・
内
容
　
左
表
の
と
お
り

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
女
性

講
師
　
横
山
宏
氏
(
早
大
教
授
)
。

中
島
通
子
氏
(
弁
霞
士
)
ほ
か

定
員
　
4
0名
(
申
し
込
み
多
数
の

變
には
抽
選
)

費
用
　
無
料
(
た
だ
し
宿
泊
研
修

費
Λ
4
千
円
程
度
V

、
参
考
図

S
費
に
つ
い
て
は
実
費
負
担
)

申
込
方
法
　
往
榎
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

講
座
名
を
明
記
の
こ
と

託
児
の
実
施
　
2

歳
以
上
学
齢
前

の
子
ど
も
の
託
児
を
実
施
し
ま

す
。
希
望
す
る
方
は
(
ガ
キ
に

さ
ら
に
「
託
児
希
望

」
と
S
き

子
ど
も
の
名
前
、
生
年
月
日
を

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
5

月
2
0日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
婦
人
対
策
担

当
(
〒
凶
千
住
1
1
4
-
1
8
)

催し

もの

子
ど
も
名
作
映
画
劇
場

日
時
　
6

月
1
日
(
士
)

第
一
回
・・・
午
後
2
時
3
0分

第
二
回
・
:
午
後
6
時

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館

内
容
　

「
あ
し
た
の
シ
ョ
ー
」

鑑
賞
券
　
大
人
旆
円
、子
ど
も
1
0
0

円
(
竹
の
獗
社
会
教
育
館
、総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
西
新
井

区
民
ホ
ー
ル

、
産
巣
振
興
館
で

取
扱
中
)

問
合
せ
先
　
公
社
文
化
事
業
課
　

昌`
百
2
1
1

フ

ァ
ミ

リ

ー

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　
5
月
2
9日
(
水
)
、午
後
7
　

時
間
演

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館

内
容
　
新
日
本
フ
ィ
ル
(
チ
ェ
ン

バ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
)

▽
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
‘・
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
五
重
奏
曲

▽
パ
ッ
ヘ
ル
ベ
ル
・
・
カ
ノ
ン
　

▽
パ
ッ
(
・・‘管
弦
楽
組
曲
第
2

番
鑑
賞
券
　
前
売
千
円
(
竹
の
塚
社

会
教
育
館
、
総
合
ス
ボ
ー
ツ
セ

セ
ン
タ
ー
、
西
新
井
区
民
ホ
ー

ル

、
産
業
振
興
館
で
取
扱
中
)

問
合
せ
先
　
公
社
文
化
事
業
課

・
昌
苔
2
1
1

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

一
般
投
映
(
5
・
6
月
)

日
時
　

▽
毎
週
木
曜
日
・・・
午
後
6

時
3
0分
(

―
回
)

▽
毎
週
土
曜
日
・・・
午
後
2
時
・
3

時
3
0分
・
6
時
3
0分
(
3
回
)

場
所
　

教
育
セ
ン
タ
ー

題
名
　
日
・
月
食
と
太
陽

内
容
　
舂
か
ら
夏
に
見
え
る
星

と
。
私
た
ち
の
身
近
な
恒
星
太

暘
。
そ
し
て
、
太
腸
と
月
に
よ

っ
て
お
き
る
、
日
食
・
月
食
を

紹
介
」ま

す

定
員
　
讃
名
(
各
回
先
着
順
)

費
用
　

▽
1
5歳
以
下
・・・
無
料

▽
1
6歳
以
上
…
1
0
0
円

問
合
せ
先
　
叡
育
セ
ン
タ
ー

縋
8
8
0
1

ふれあい

教室

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
教
室

日
時
　
▽
6
月
H
B
I
8
月
1
3
日

の
毎
週
火
曜
日
、午
前
1
0
時
～

正
午
▽
6
月
M
B
I
8
月
1
6

日
の
毎
週
金
曜
日
、午
前
1
0
時
～

正
午
(
各
1
0回
コ
ー
ス
)

場
所
　
保
塚
社
会
教
育
館
(
6
月
1

日
オ
ー
ブ
ン
)

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
者

内
容
　
初
歩
の
鏡
か
ら
、
電
気
ス

タ
ン
ド
ま
で

定
員
　
各
1
5名
(
先
档
順
)

費
用
　
2
千
円
(
教
材
費
実
費
)

申
込
方
法
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先
　
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

　
聊
1
2
1
1

ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室

日
時
　
6

月
1
1日
～
8
月
1
3日
の

毎
週
火
曜
日
(
全
1
0回
)
、
午
後
6

時
3
0分
～
8
時
3
0分

場
所
　
保
罹
社
会
教
育
館
(
6

月
1

日
オ
ー
ブ
ン
)

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
者

内
容
　
ド
レ
ミ
フ
ア
の
練
習
か
ら

ベ
ー
ス
を
入
れ
る
ま
で

定
員
　
4
0
名
(
先
柵
順
)

費
用
　
2

千
円
(
教
材
費
実
費
)

申
込
方
法
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先
　
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

　
8
5
9
8
2
1
1

手
芸
教
室

日
時
　
5
月
2
8
日
(
火
)
、午
後
1

時
～
4
時
3
0
分

場
所
　
花
畑
セ
ン
タ
ー

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
婦
人

内
容
　
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー

「
て
っ
せ
ん
の
壁
飾
り
」

費
用
　
千
祺
円
(
当
日
持
参
)

定
員
　
3
0名
(
先
櫞
順
)

申
込
方
法
　
5
月
7
日
か
ら
窓
口
　

ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先
　
花
畑
セ
ン
タ

1

　
鰯
2
6
1
7

茶

道
教
室

日
時
　
6
月
1
2
日
～
8
月
M
日
の

毎
週
水
曜
日
(
全
1
0
回
)
、午
前

1
0
時
～
正
午

場
所
　
花
畑
庭
園
輟
花
亭

対
象
　
区
内
在
住
・
在
助
の
初
心

者
内
容
　
表
千
家
(
不
自
流

定
員
　
3
0
名
(
先
杵
順
)

費
用
　
2
千
円
(
教
材
費
実
費
)

申
込
方
法
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先
　
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

　
屆
8
2
1
1

ペ
ン
習
字
教
室

日
時
　
6

月
6
日
1
1
0
月
3
1日
の

毎
週
木
曜
日
(
全
2
0回
)
、
午
後

6
時
3
0分
～
8

時
3
0分

場
所
　
佐
野
社
会
教
育
館

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学

者
内
容
　
棊
礎
か
ら
段
・
級
の
認
定

ま
で

定
員
　
3
0
名
(
先
着
順
)

費
用
　
4

千
円
(
教
材
費
実
賢
)

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
窓
口

申
込
・
問
合
せ
先
　
佐
野
社
会
教

青
館

　
6
2
8
3
2
7
3

囲
碁
教
室
(
初
級
)

日
時
　
5

月
1
7日
1
1
0
月
4
日
の

毎
週
金
曜
日
(
全
2
0
回
)
、
午
暖

6
時
3
0分
I
8

時
3
0分

場
所
　
勤
労
福
祉
会
館

対
象
　
動
労
者
(
初
心
者
)

内
容
　
基
礎
か
ら
指
導
、6
級
程

度
ま
で
の
技
の
修
得

定
員
　
3
0
名
(
先
着
順
)

費
用
　
4

千
円

申
込
方
法
　
窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
期
限
5

月
1
2日

申
込
・
問
合
せ
先
　
動
労
福
祉
会

館

　
脚
2
5
2
5

生
活
教
室

□
東
部
セ
ン
タ
ー

日
時
　
5
月
2
1
日
(
火
)
、午
後
1

時
3
0
分
～
4
時

対
象
　
区
内
在
庄
・
在
助
の
婦
人

内
容
　
電
気
に
強
く
な
ろ
う
、
電

気
の
安
全
な
使
い
方
、
簡
単
な

器
具
の
な
お
し
方
な
ど

定
員
　
4
0名
(
先
癶
瑣
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
5
月
7
日
か
ら
窓
口

ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
部
セ
ン
タ

ー

　
莇
7
1
0
1

□
花
畑
セ
ン
タ
ー

日
時
　
5
月
2
3日
(
木
)
、午
後
1

時
3
0分
I
3
時

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
の
婦
人

内
容
　
女
性
の
老
陵
の
暮
ら
し
方

講
師
　
近
縢
明
氏
(
足
立
新
生
苑

長
)

定
員
　
3
0名
(
先
咎
順
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
5
月
7
日
か
ら
窓
口
　

ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先
　
花
畑
セ
ン
タ

ー

　
痂
2
6
1
7

スポ

ーツ

少
年
剣
道
大
会

日
時
　
6

月
9
日
(
日
)
、受
付
時

間
・
:午
前
8
時
～
8

時
3
0竝
「　

開
会
式
・・・
午
前
9
時

場
所
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格
　
区
内
在
住
・
在
学
の

小
・
中
学
生
男
女

競
技
内
容
　
学
年
別
個
人
戦
と

し
、ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

※
小
学
1
年
～
3
年
生
は
予
選
の

み
で
す
。

持
参
す
る
物
　
防
具
等

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、氏
名
、性
別
、身
長
、学
校
　

名
、学
年
、所
属
団
体
名
、剣
道

匣
、
段
位
(
中
学
生
の
み
)
を
明

記
し
て
申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
A

ご
注
憲
V
区
内
の
剣
友
会
、
遍

場
等
に
所
属
す
る
方
は
、
そ
の
団

体
で
一
括
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
期
間
　
5
月
7
日
1
1
7日
　

(必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
課
　

(〒
凶
千
佳
1
-
4
-
1
8
)

さ
わ
や
か

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ

佐
野
・
※
和
教
室

日
時
・
場
所
　
▽
佐
野
体
育
館
・
:

6
月
3
日
～
8
月
5
日
の
毎
週

月
曜
日
(
全
1
0
回
)
、午
前
1
0
時
～

H
時
3
0分

▽
東
和
体
育
館

・
・
・
6
月
3
日
I
8
月
5
日
の
毎

週
月
曜
日
(
全
1
0
回
)
、午
後
2

時
～
3
時
3
0
分

対
象
　
1
8
歳
以
上
の
男
女

内
容
　
リ
ズ
ム
を
使
っ
た
運
勣
や

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

定
員
　

そ
れ
ぞ
れ
1
0
0名

費
用
　
2

千
円

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
▽
佐
野
教
室

…
佐
野
体
育
館
(
　
a
3
2
7
　
3
)

▽
東
和
教
室
・・・
東
和
体

肖
館
(
　
讎
6
2
0
1
)

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

日
時
　
5
月
2
4
日
I
ア
月
%
一
日
の

毎
週
金
硲
日
(
全
1
0
回
)
、
午
後
　

6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

場
所
　
佐
野
体
育
館

対
象
　
満
1
6
歳
以
上
の
区
内
在
住

・
在
勤
者
(
た
だ
し

、
高
校
生

は
除
く
)

内
容
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
基
礎
か

ら
ゲ
ー
ム
ま
で

定
員
　
3
0
名
(
先
祷
順
)

費
用
　
2
千
円

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
窓
口

申
込
・
問
合
せ
先
　
佐
野
体
育
館

讎
3
9乙
7
3

卓

球
指
導
員
付

個
人
利
用

日
時
　
毎
週
水
曜
日
、
午
後
5
時

～
9
時
(
た
だ
し
、
指
導
叫
は

6
時
3
0分
I
8
時
3
0分
ま
で
)

場
所
　
佐
野
体
育
館

費
用
　
―
回
旆
円
(
直
接
会
場
で
)

問
合
せ
先
　
佐
野
体
育
館
a
ａ

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

日
時
　
5
月
2
3
日
～
1
0
月
1
7
日
の

毎
週
木
曜
日
(
8

月
1
5日
、1
0
　

月
1
0日
を
除
く
全
2
0回
)
、午
険

1
時
3
0分
1
3

時
3
0分

場
所
　
佐
野
体
育
館

対
象
　
禹
1
6歳
以
上
の
区
内
在
住

・
在
勤
者
(
た
だ
し
、
高
校
生

は
除
く
)

内
容
　
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
の
基
礎

か
ら
ゲ
ー
ム
ま
で

定
員
　
3
0
名
(
先
着
順
)

費
用
　
4
千
円

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
窓
口

申
込
・
問
合
せ
先
　
佐
野
体
育
館

6
2
8
3
n
乙
7
3

巡
回
体
力
テ
ス
ト

体
力
に
自
信
の
あ
る
方
も
な
い

方
も
、
気
軽
に
で
き
て
、
健
康
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
な
る
体
力
テ
ス

ト
で
す
。

日
時
　
毎
月
第
L
土
曜
日
と
第
3

日
曜
日
の
午
後
(
た
だ
し
、8
　

月
・
―
月
は
除
く
)

対
象
　
4
0
名
以
上
の
参
加
者
が
見

込
ま
れ
る
町
会
、自
治
会

、P
T
A

、
職
場
サ
ー
ク
ル
等
の
団
体

申
込
方
法
　
テ
ス
ト
を
受
け
よ
う

と
す
る
団
体
は
、
空
い
て
い
る

日
を
叨
い
合
わ
せ
の
冫
气

実

屬
日
の
会
場
を
隧
保
し

、2
ヵ

月
前
ま
で
に
申
し
込
む
こ
と

(実
施
時
間
に
制
約
あ
り
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
驟

総合スポーツセンター事業案内 　859- 8211

野外活動講座

野
外
活
動
の
知
諏
、

技
術
が
習
樽
で

き
ま

す

。
修
了
者
の
い
る
子

ど
も
会
に
は
、
キ
ャ
ン

プ
場
、
用
品
な
ど
を
貸

し
出
し
ま
す

。

日
時
・
場
所
　
▽
5
月

2
5
日
、6
月
1
日
、

午
後
1
時
3
0
分
～
4
　

時
3
0
分
・
;
教
育
セ
ン

タ
ー

▽
6
月
2
日
、
午
前
9

時
I
午
後
5
時
…

元
溯
江
公
園

対
象
　
区
内
少
年
団
体

の
育
成
指
導
者
(
全

日
穆
加
で
き
る
方
)

定
員
　
8
0
名
(
先
譱
順
)

申
込
・
問
合
せ
先

肖

少
年
係

掲
示

板
☆
第
六
建
設
事
務
所
か
ら

お

知

ら

せ
☆

足
立
西
工
区
は
、
次
の
場

所
に
移
転
し
ま
し
た
。

所
在
地

酉
新
#
3
-
3
1

電
話
番
号

　
膳
8
0
1
1

☆
作
品
募
集

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
☆

都
・
統
計
協
会
で
は
、
都

民
の
皆
さ
ん
に
統
計
盒
埋
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
。
統
計

グ
ラ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
締
切
日
　
9

月
5
日

送
付
・
問
合
せ
先
　
都
・
総

務
祕
統
計
部
内
東
京
都
統

計
協
会
(

〒
1
0
0千
代
田
区

丸
の
内
3

・
5
-
1

　

m
5
1
1

上

☆
都
民
グ
リ
ー
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
8
5
☆

5
月
1
1日
の
「
東
京
都
み

ど
り
の
日

」
を
記
念
し
て
間

催
」I
す

。

日
程
　
5

月
H
日
～
1
5日

場
所
　
代
々
木
公
園
B
旭
区

問
合
せ
先
　
都
・
環
境
保
全

局
緑
化
推
進
室

　
2
1
4
7

☆
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

東
京
の
ま
ち
と
魅
力
と
―

東
京
再
発
見
―
☆

日
時
　
6
月
M
日
(
金
)
、午

前
1
0
時
～
午
後
4
時
3
0
分

場
所
　
朝
日
新
聞
記
念
会
館

(有
楽
町
マ
リ
オ
ン
H

階
)

定
員
　
涸
名
(
先
祈
順
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
(

ガ
キ
に
、
住

所
、
氏
芍

年
齢
、
職
業

を
明
記
T

枚
に
1
名
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
都
・
都

市
計
画
局
「
ま
ち
づ
く
り

講
演
会
」
担
当
(
〒
鵑
千

代
Ⅲ
区
丸
の
内
3
1
5
-
I

　
Ⅲ
5
1
1
1
)

5
月
は
、
固
定
資
産

税
、
都
市
計
画
税
第
1

期
分
、
自
助
車
税
の
納

期
で
す
。

<
足
立
都
税
事
務
所
>

職
員
(
看
護
婦
)
募
集

募
集
人
数
　
2
名

採
用
予
定
日
　
6
月
1
日
以

降
勤
務
場
所
　
保
肖
園
、健
康

学
園
(
千
葉
県
常
津
山
)

応
募
資
格
　
現
に
看
護
婦
の

免
許
を
有
し
、
昭
和
6
0年

6
月
1
日
現
在
満
3
5歳
禾

鴣
の
方

選
考
日
　
5
月
1
4日
(
火
)

申
込
方
法

人
事
係
に
纉
歴

肓
1
通
持
参
の
こ
と

申
込
期
限
　
5
月
H
日
(
土
)

正
午

申
込
・
問
合
せ
先
　
人
串
係

図
書
館
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

職
種
　
図
卉
螫
理
研
秘

募
集
人
数
　
石
F
名

応
募
資
格
　
1
8歳
以
上
3
0歳

未
満
で
司
書
(
補
)
の
有

資
格
者
、
ま
た
は
図
書
館

勤
務
経
験
者

※
土
・
日
曜
動
務
可
能
な
方

勤
務
期
間
　
5
月
1
5
日
か
ら

4
ヵ
月
間

勤
務
場
所
お
よ
び
申
込
・
問

合
せ
先
　
▽
や
よ
い
s
ｓ
館
　
　

(`
‘訟
1
4
3
3
)

▽
東
和
図
s
館
(

　
6
2
8
6
　
2
8
)

▽
佐
野
図
一

館
(
　
u
3
　
2
7
5
) U. A　240, 000


